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（補足資料）中尾睦宏研究所⾧の主な活動実績

東京都品川区旗の台1-5-8 昭和大学１号館４階
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プレスリリース
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2023年10月1日
◇研究所開設

2023年12月～
◇オンラインプログラム開始
（Mind Body Trainer）
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全国大学プレスセンターの年間アクセスランキングで5位（2023年10月21日～12月20日）

サンデー毎日に記事掲載 (2024年2月11日号)

サンデー毎日
2024年2月11日号に

記事掲載



組織概要

・研究所⾧：中尾睦宏教授（医師、PhD、MPH)

・設立：2023年10月1日
・場所：東京都品川区旗の台1-5-8 昭和大学１号館４階

・活動内容
ハーバード大学医学部心身医学研究所（現ベンソン-ヘンリー研究所）で30年以上の実績のある
世界最先端のストレスマネジメントの指導プログラムを我が国初めて導入するとともに、
研究・教育・社会実装（臨床・事業）を通じて社会基盤として広く展開する

・研究所スタッフ

・ホームページ：https://www.showa-u.ac.jp/research/ism/

※2024年4月～講師2名増員予定

秘書兼事務スタッフ：3名
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2024年2月現在



メンタルヘルスケア事業

① オンラインサービス（Mind Body Trainer）

・ストレスマネジメント指導（※）

・心理カウンセリング

② 産官学連携事業
・調査研究
・臨床研究
・学術指導
・共同研究、他

オンラインサービス
2023年12月開設
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※グループでの対面式や研修形式もあり



中尾睦宏所⾧・教授のプロフィール

昭和 59 年東京大学教養学部理科 I 類入学
昭和 61 年東京大学医学部医学科進学
平成２年東京大学医学部医学科卒業

２年間の東大病院内科研修を経て
平成４年東京大学医学部心療内科に入局
平成８年東京大学医学系大学院修了（PhD）東京大学医学部助手
平成 10 年ハーバード大学留学
平成 12 年ハーバード大学公衆衛生大学院修了(MPH)

ハーバード大学医学部講師（心身医学研究所）
平成 13 年帰国して帝京大学に赴任(平成 20 年より教授) 
平成 30 年国際医療福祉大学医学部心療内科学教授（成田病院・山王病院）
令和 5 年昭和大学ストレスマネジメント研究所所⾧・教授就任

ベンソン-ヘンリー心身医学研究所（旧ハーバード大学医学部心身医学研究所） 客員研究員

＜学会＞
日本行動医学会（理事⾧）、日本心理医療諸学会連合（副理事⾧）、日本うつ病学会（理事、事務局⾧）
日本心身医学会（理事、英文誌編集⾧）、日本心療内科学会（監事）、日本女性心身医学会（理事）
日本バイオフィードバック学会（理事）、など

＜専門＞心身医学、行動医学、ストレスマネジメント、職場のメンタルヘルス
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医師、PhD、MPH



2000年 ハーバード大学で学位取得 / 医学部心身医学研究所※ 常勤講師就任

日本でもハーバード式
ストレスマネジメント
プログラムを導入・普及
したい！

2023年 10月1日 昭和大学ストレスマネジメント研究所開設/所⾧就任

開設の背景
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※現ベンソン-ヘンリー研究所
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最近の主な学術活動（2023年7月～2024年1月）

第17回 国際行動医学会の学術総会
2023年8月23-26日カナダバンクーバー
日本行動医学会の中尾睦宏理事⾧は日本代表
としてGoverning Councilの会合に出席

第64回日本心身医学会総会
2023年7月 パシフィコ横浜
ベンソン-ヘンリー心身医学研究所（旧ハーバード
大学心身医学研究所）のGregory Fricchione所⾧講演
Special Lecture Psychosomatic Medicine and the Role of 
Stress Management and Resilience Training 
座⾧：中尾睦宏・竹内武昭
演者： Gregory Fricchione

第27回日本心療内科学会学術大会
2023年12月9日（土）、10日（日）
東京国際交流館プラザ平成で開催
大会⾧：国立国際医療研究センター国府台病院心療内科
河合啓介先生

Anne H. Berman
国際学会理事⾧
と招宴会場にて

中尾所⾧「肥満および摂食障害治療における
マインドフルネスの実践」のシンポジウムの座⾧
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日本内科学会雑誌メンタルヘルス特集（2023年12月号）
中尾所⾧が巻頭言で「内科医が支えるメンタルヘルス～精神状態に
どう気づき、どう対応するか～」という論文を執筆
（日本内科学雑誌_112(12):2197-2199,_2023）

メンタルヘルス不調を感じていても精神科を受診せず、内科を受診
する患者さんは多い。精神科医や心療内科医だけでなく、内科医な
どの理解や適切な連携・対応も重要。

初日
一般演題で昭和大学ストレスマネジメント研究所の活動紹介

２日目
講習会「身体疾患に対する心理療法」の座⾧を担当。
Mind body trainerの本田由美先生がマインドフルネスの講師としても登壇

最近の主な学術活動（2023年7月～2024年1月）

第134回日本心身医学会関東地方会
2024年1月27日（土）、28日（日）の2日間
東邦大学医療センター大森病院で開催
大会⾧：東邦大学医学部心身医学講座・竹内武昭先生



データヘルス研究会
データヘルス・ジャパン（2014年発足）

＜医学・医療専門家＞
帝京大学大学院公衆衛生学研究科・医学部附属病院心療内科教授 中尾睦宏
慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科環境情報学部准教授 森川富昭
医療法人社団和風会理事⾧ 石田信彦
女子栄養大学教授蒲池桂子
クリントエグゼクリニック医師 四方千裕

＜衆議院議員＞
斉藤鉄夫
後藤田正純

＜オブザーバー＞
総務省政策統括官（情報通信担当）南俊行

大臣官房審議官（情報流通行政局担当）池永敏康
情報流通行政局情報流通高度化推進室室⾧田邊光男
情報流通行政局情報流通振興課情報流通高度化推進室課⾧補佐岸洋佑
情報流通行政局情報流通振興課情報流通高度化推進室係⾧棚田祐司

厚生労働省保険局総務課医療費適正化対策推進室⾧安藤公一
研究機関東洋大学PPP研究センターリサーチパートナー 藤木秀明

（順不同 敬称略）

政策研究会・協議会
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データヘルス推進議員連盟
（2016年発足）

・発起人 衆議院議員 後藤田正純 衆議院議員 斉藤鉄夫
・会⾧ 衆議院議員 田村憲久

・省庁関係者：
総務省 今林顕一政策統括官

吉岡てつお官房審議官 他
厚労省 濵谷浩樹審議官

高木有生医療費適正化室⾧国保課⾧ 他
・大学、医療関係者：
石田信彦理事⾧(和風会)
中尾睦宏教授(帝京大学大学院)
四方千裕医師(CLINTEXE)

・保健医療政策,市民会議
唐川伸幸理事(国際遠隔病院機構)
赤尾保志理事⾧(聖マリアンナ会)
後藤達也部門⾧(NTT東日本)

・企業関係者
後藤孝洋社⾧(新日本製薬)
伊藤純一(㈱ハゴロモ取締役)、他

（順不同 敬称略）

（補足資料）
中尾睦宏教授の
主な活動実績



自治体プロジェクトでの実績

2017年度 加古川市ふるさと創生事業
「将棋をいかした健康づくり事業」

加古川市で普及している「将棋」を指導ツールとして活用
したCBT（認知行動療法）プログラムを用いることにより、
高齢者の健康問題への効果を実証する研究

（日本将棋連盟表彰式にて）

加古川市ふるさと創生事業
岡田康裕市長（元衆議院議員）
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・レセプトのビッグデータ解析による
健康づくり

・ビッグデータ解析による生活習慣病予防と
今後の医療展開：呉市モデル

神奈川県未病プロジェクト http://www.pref.kanagawa.jp/div/0121/

（2018～2020年参画）

現在、神奈川県と新たな連携協定を締結手続き中
『メンタルヘルス向上に関する社会環境構築に関する連携推進』
（2024年度～開始）

広島県呉市データヘルス推進事業（ 2010～2013年参画）

（補足資料）
中尾睦宏教授の
主な活動実績



企業との共同研究（EAP導入の有効性評価）
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大手IT企業において、EAP導入による有効性（従業員のメンタルヘルス指標の改善）を確認することを目的として
２年間の追跡調査を実施した。その結果、EAP導入前後でメンタルヘルスの評価尺度（HAM-D）において有意な
改善が認められた（自殺念慮、焦燥、精神運動遅延、罪悪感、抑うつ気分において有意な改善）。

（出典） Nakao M, Nishikitani M, Shima S, et al. Int Arch Occup Environ Health 81:151-157, 2007

・対象企業：某IT関連企業（従業員約1,000人）
・EAP内容：健康指導（年2回）メンタル相談（電話、メール）

産業保健師面談、クリニック受診
・評価項目：ハミルトン抑うつ尺度（HAM-D）、職務内容質問票（JCQ）
・実施時期：2002年～2008年
・追跡期間：2年

調査概要

調査結果 ・HAM-Dの総得点が有意に改善
・自殺念慮、焦燥、精神運動遅延、罪悪感、抑うつ気分が有意に改善
・EAP導入時に自殺念慮（スコア1以上）を示していた22人のうち19人
全体の86%が2年後には自殺念慮がなくなった（スコア＝0）と報告

・自殺を未然に防止（1人）

付記事項 ・EAPに要した費用は400万円（2年間）

論文投稿や学会発表（多数）

（補足資料）
中尾睦宏教授の
主な活動実績



ストレスマネジメント研究の論文２本
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企業からの委託事業（ストレスマネジメント指導の介入効果）

大手飲料メーカーの従業員を対象としてストレスマネジメント指導を実施（オンライン/6週間）し『POMS-TAスコ
ア』を用いて評価した結果、指導を実施したグループにおいて、緊張や不安が有意に改善された。

・実施時期：2002年～2008年

・大手飲料メーカー
（従業員96名を対象）

（補足資料）
中尾睦宏教授の
主な活動実績



c

主な出版物（一般向け）
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AERA特集記事
医学監修：中尾睦宏

（補足資料）
中尾睦宏教授の
主な活動実績



（讀賣新聞 2023年８月１５日付け讀賣新聞夕刊）
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（朝日新聞2017年9月22日）

その他メディア（一部紹介）

NHK健康番組100選 【きょうの健康】

NHK番組出演多数

NHK Eテレ出演（2015年4月6-9日）

NHK Eテレ 2017年11月24日テーマ「自分を知って イライラ解消！」

（補足資料）
中尾睦宏教授の
主な活動実績


